


























































































平 成 28 年 度 は 、 前年 度 に 引 き 続き
“
繋 ぐ －
TSUNAGU · つなぐ ” をテ ー マに、 学校 と家庭を結び
つけ（
“繋ぐ ”）、校区内外・日本 全国・世界と学校 とを
関わらせ（“ TSUNAGU”）、過去と現在の取り組みを継
いでいきながら未来を展望する（ “つなぐっという理
念のも と、 伝統的な視点 とグロ ーパルな観点、とを 取り
入れ、 長年の蓄積を今後に生かす取り込みを行った。
fスマイルjの委員長は任期が2年間 となっており、
平成29年度からは新たな 委員長が着任した。テ ー マも
刷新され、 「子ども と 地域の梨け橋～子どもたちにど
んな橋をかけ ますか？ ～スマイノレレインボーブリッジ
プランj というテ ー マが掲げられた。 地域 とのつなが
り という原点を見つめ直し、 より質の高い取り組みを
陸指していくという方向性が打ち出されたのである。
ちなみに 「レインボーJ とは、 「スマイルJを講成
する七つの部会（ コミュニケー ション部会、読解部会、
人・ま ち 部会、 学び部会、 体力向上部会、 評価部会）
のことを表している。 このことに ちなんで、 各部会の
テ ー マカラーも決められた。平成28年度に、マスコッ

















年度 25 26 27 28 29 
委員数 117 117 117 115 124 
教職員の委員数 40 38 39 41 41 
教職員以外の委員数 77 79 78 74 83 
全校児童数 667 675 678 708 719 
しているか、 事務局等いずれかの役職に就いている者
の数人教職員以外の委員数（ 委員数から教職員の委員
数を差し引いた数）、 全校 児童数（高倉小に通う 全6
学年の児童数） も記入している。 なお、 克童数は毎年













増加 と 「スマイノレj委員数（ 特に教職員以外の委員数）
の推移を見てみれば、 必ずしも克童数の増加が 委員数
の変化につながっていない ことが分かる。 教職員以外




平成 29 年度の 「スマイノレj 委員数の増加には、 た














年度 I 2s I 26 I 21 I 2s I 29 
全体の委員数 I 117 I 117 I 117 I 11s I 124 
f学び部会j部員数 I 16 I 11 I 16 I 1s I 1s 
教職員の部員数 I 4 151 5 1516 
教職員以外の部員数 I 12 I 12 I 11 I 1 o I 12 
新規部員数 ｜ 幽 1918 16111 
継続部員数 ｜ ” I s I s I 9 I 1 

















名前 をリストイヒした表） から算出 したものである。




することが しば しばあり、 算出が罰難であるため表1
には新規・ 継続委員数にあたる数は搭載しなかった。








































のやさしさjをテ ー マに探究に取り組む。 そ してその
成果をポスター ・セッション形式で発表することにな
る。 それに向けて、 部会でポスター ・セッションにつ
いて学習する機会を提供し、 発表の質を高めようとい
うのが平成28年度の趣震であった。
その自的を達成すべく、 平成 28 年度 「学び部会j











に自己評価 ・ 自己改善を留っていくためのツ ルーとし
て機能させるためで、あった。
このように、平成28年度の取り組みは、 「スマイルj
全体のテ マー “繋ぐ· TSUNAGU ・ つなぐ” のうち、








ことを陸指したものである。 スロ ーガンとして 「子ど
もと大人で築きたい、恵み豊かな学びへのアーチムキ




















2 Jl 22 13 （木）
3月2 日（金）






第 2 司推進委員会・第4 屈部会
たかくら学習発表会










年に向けて行われる。 たとえば、 「人・ まち部会Jの場




















長が、 ポスター・ セッションのポイントや、 発表・探
究における心構えについてレクチャ すーる。以上が 「学
び部会Jによる部会授業の流れである。















































ある。 むしろ、 数を絞り、 セッションの賓を高め、 子
どもたちがよりよく学べるような形式を目指すべきで
はないかという意見が共有されていった。






























ポスタ ー ・セッションに近いものが実現された。 リア
リティを高めるということは、 それだけ部会授業で本
物の（真正の）ポスタ ー ・セッションに関する学習が












とである。 これは、 実質的に平成28年度の 「発表のポ
イントJを補完するものである。 平成28年度には、 子
どもたちの発表の質を高めるべく、 発表の評価の観点
を内容とパ フォ ーマンスとに分けて考え、 そのうちパ
フォ ーマンスに着目し、 大人が期待するパ フォ ーマン
スをノレー ブリックとして明文化した。 そうして最終的
に、 子どもたちの自己評価ツ ーノレで、ある 「発表のポイ
ントJを作り上げたので、あった。








































































































fたかくら学習発表会J には、 子どもたち、 f学び
部会J 部員、 教職員の他に、 子どもたちの保護者も参
















くら学習発表会j をポスタ ー・ セッション形式で、行っ
ていることの意義が薄れてしまうという点からすれば、
解決すべき課題であると判断される。










タ ・ー セッションの説明を行うという方法である。 「た
かくら学習発表会J においてセッションは四回行われ
る。 セッションとセッションの関には数分程度のイン
タ パーノレが設けられ、 その問にポスタ をー転換して、
発表者の交替を行うのである。 この時間を生かしてミ
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